
東
洋
大
学
社
会
学
部
の

「
庄
内
藤
島
調
査
」
の
現

地
報
告
会
が

日
、
東
田

27

川
文
化
記
念
館
明
治
ホ
ー

ル
で
お
こ
な
わ
れ
、
調
査

に
協
力
し
た
職
員
や
市
民

が
大
勢
出
席
し
ま
し
た
。

平
成

年
度
か
ら
始
ま

19

っ
た
調
査
は
今
回
で
８
年

目
と
な
り
ま
す
。

指
導
に
当
た
っ
て
き
た

阿
部
英
之
助
先
生
は
、
25

年
度
に
和
歌
山
大
学
教
育

学
部
に
移
ら
れ
ま
し
た
が

が
、
非
常
勤
講
師
と
し
て

継
続
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
「
教
育
」「
お
米

（
消
費
・
Ｐ
Ｒ
）」「
す
い

お
う
」「
藤
の
花
」「
給
食
」

「
福
祉
」
の
６
ジ
ャ
ン
ル

７
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
昨

年
９
月
に
調
査
研
究
に
あ

た
り
、
藤
島
地
域
の
改
善

提
案
や
つ
や
姫
パ
ン
フ
の

作
成
な
ど
に
大
き
な
拍
手

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
教
育
チ
ー
ム

で
は
、
福
祉
と
農
業
の
連

携
を
テ
ー
マ
に
県
立
庄
内

農
高
を
調
査
し
た
が
、
現

場
で
は
ま
だ
注
目
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
、
一
方
で
加

工
品
の
販
売
な
ど
地
域
連

携
の
活
発
な
こ
と
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

つ
や
姫
の
販
売
戦
略
と

し
て
の
パ
ン
フ
作
成
も
改

良
提
案
さ
れ
、
消
費
者
が

食
べ
て
み
た
く
な
る
よ
う

な
ア
イ
デ
ア
が
い
っ
ぱ
い

出
さ
れ
ま
し
た
。

学
生
等
は
東
京
事
務
所

で
の
学
び
や
藤
島
産
農
産

物
の
首
都
圏
で
の
宣
伝
販

売
に
も
活
躍
し
、
藤
島
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

た
り
、
藤
島
応
援
団
と
し

て
大
き
な
力
を
発
揮
し
て

き
ま
し
た
。

2015年３月８日
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（月１７７円程度）
2月 50人 43,123円
1月 38人 30,109円

学生が作成したつや姫パンフ

　　鶴岡市　介護保険料額比較表 単位：円

Ｈ24-26　現　行 Ｈ27　改　正　案

段　階 年　額 段　階
要　件

年　額 月額
市民税 所得金額等

第１段階 32,300

(×0.5) 第１段階 

(×0.5)

世帯非課税、 

本人非課税

老齢福祉年金受給者、生活保護受給者等 37,500 3,125

第２段階 32,300 課税年金収入額と合計所得金額の合計額が

(×0.5) ８０万円以下等

第３段階 45,200 第２段階 課税年金収入額と合計所得金額の合計額が 48,700 4,058

(×0.7) (×0.65) ８０万円超１２０万円以下等

第４段階 48,500 第３段階 上記以外等 52,500 4,375

(×0.75) (×0.7)

第５段階 61,400 第４段階 

(×0.95) (×0.9) 世帯課税、 

本人非課税

課税年金収入額と合計所得金額の合計額が 67,400 5,617

８０万円以下等

第６段階 64,600 第５段階 上記以外等 74,900 6,242

(基準額) (基準額)

第７段階 80,800 第６段階 

(×1.25) (×1.25)

世帯課税、 

本人課税

合計所得金額が１２５万円未満等 93,700 7,808

第８段階 96,900 第７段階 合計所得金額が１９０万円未満等 112,400 9,367

(×1.5) (×1.5)

第９段階 

(×1.8)

116,300 第８段階 合計所得金額が２９０万円未満等 131,100 10,925

(×1.75)

第９段階 合計所得金額が４００万円未満等 134,900 11,242

(×1.8)

第１０段階 

(×1.9)

122,800 第１０段階 合計所得金額が７００万円未満等 138,600 11,550

(×1.85)

第１１段階 合計所得金額が１，０００万円未満等 142,400 11,867

(×1.9)

第１２段階 

(×1.95)
上記以外 146,100 12,175

鶴
岡
市
議
会
３
月
議
会

に
、
平
成

年
度
か
ら

27

29

年
度
ま
で
の
第
６
期
介
護

事
業
計
画
に
お
け
る
介
護

保
険
料
の
改
定
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

基
準
額
で
第
５
期
の

保
険
料
月
額
５
３
８
３

円
を
６
２
４
２
円
に
８

５
９
円
（

％
）
ア
ッ

16

プ
す
る
改
定
案
で
、
県

内

市
で
は
ト
ッ
プ
水

13
準
と
な
り
ま
す
。

所
得
段
階
は
改
善
さ

れ
、
応
能
負
担
が
強
ま

り
ま
す
。

介
護
保
険
料

段
階
か
ら

段
階
へ

10

12



長
沼
地
内
の
一
般
県
道

東
沼
長
沼
余
目
線
の
改
良

整
備
に
つ
い
て
、
平
成
25

年
度
に
県
に
よ
る
航
空
写

真
、
測
量
調
査
が
お
こ
な

わ
れ
、
１
月
に
改
良
路
線

案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

中
組
地
内
を

横
断
し
て
主
要

地
方
道
庄
内
空

港
・
立
川
線
に

つ
な
ぐ
も
の
で
、

地
元
住
民
か
ら

も
理
解
が
得
ら

れ
れ
ば
詳
細
設

計
に
向
け
た
事

業
化
が
図
ら
れ

る
と
の
こ
と
で
、

大
い
に
期
待
さ

れ
ま
す
。

安
倍
暴
走
に
批
判

自
民
元

幹
部
か
ら
次
つ
ぎ

―
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
読
ん
で

青
山

崇

献
金
疑
惑
が
ゾ
ロ
ゾ
ロ

先
日
、
鉛
筆
を
嘗
め
な

め
確
定
申
告
書
を
睨
み
な

が
ら
予
算
委
員
会
を
ラ
ジ

オ
で
聞
い
て
い
た
の
だ
。

▼
こ
れ
が
言
論
の
府
の
や

り
と
り
か
と
ガ
ッ
カ
リ
し

た
ん
だ
が
、
政
治
献
金
疑

惑
が
ゾ
ロ
ゾ
ロ
だ
っ
た
。

▼
ナ
ン
ダ
コ
レ
と
思
う
の

が
、
質
問
に
ま
と
も
に
答

え
て
い
な
い
こ
と
だ
。
何

回
聞
い
て
も
同
じ
よ
う
な

話
で
一
向
に
進
展
が
な
い
。

議
長
が
自
民
党
だ
か
ら
だ

ろ
う
が
、
注
意
す
る
こ
と

も
な
い
か
ら
、
た
だ
た
だ

無
駄
に
時
間
を
費
や
す
。

▼
首
相
が
ハ
ッ
キ
リ
物
を

言
う
の
は
、
人
を
ゴ
ゲ
ル

時
と
自
説
を
述
べ
る
時
だ

け
で
、
他
は
話
が
か
み
合

わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
。

こ
れ
で
は
知
恵
を
集
め
て

日
本
を
良
く
し
よ
う
と
い

う
話
で
は
な
い
で
す
ヨ
。

▼
時
間
を
多
く
取
っ
て
い

た
の
が
政
治
献
金
の
事
。

農
水
大
臣
は
辞
め
た
。
文

科
・
法
務
・
環
境
、
さ
ら

に
今
、
経
済
再
生
と
交
替

し
た
ば
か
り
の
農
水
の
各

大
臣
に
新
た
な
献
金
疑
惑

が
出
て
き
た
の
だ
が
。

▼
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
の

も
、
政
党
助
成
金
が
制
度

化
さ
れ
た
時
、
政
治
献
金

は
な
く
す
る
と
法
律
に
書

い
た
の
だ
か
ら
、
貰
う
の

は
止
め
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
、

と
言
わ
れ
て
も
ソ
ー
ダ
ネ

ー
と
は
絶
対
言
わ
な
い
。

こ
れ
じ
ゃ
政
治
の
信
頼
は

戻
ら
な
い
ゼ
。
絶
対
。

▼
こ
の
法
律
は
、
政
治
献

金
を
貰
い
た
い
者
た
ち
が

作
っ
た
も
の
な
ん
だ
が
、

国
の
補
助
金
を
貰
っ
た
企

業
か
ら
は
ナ
ゼ
原
則
的
に
、

ナ
ゼ
そ
の
年
だ
け
な
の
だ
。

▼
知
ら
な
い
で
貰
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
法
律
的
に

は
問
題
な
い
が
人
道
上
悪

い
と
思
っ
た
か
ら
返
し
た

と
は
ナ
ン
ダ
。
人
に
知
ら

れ
な
け
れ
ば
人
道
上
も
な

か
っ
た
だ
ろ
う
が
。
よ
く

言
う
ゼ
、
人
道
上
な
ど
と
。

▼
し
か
し
考
え
て
見
ろ
よ
。

人
道
上
悪
い
モ
ノ
が
法
律

的
に
問
題
ナ
イ
な
ど
と
は

あ
り
得
な
い
こ
と
だ
ろ
う

が
。
高
い
年
俸
を
貰
っ
て

い
る
ク
セ
に
。
も
っ
と
マ

ジ
メ
に
ヤ
レ
！
（
石
川
）

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
３
月
１
日
付

４
月
県
議
選
は
県
政
の

在
り
方
が
問
わ
れ
る
が
、

他
方
こ
の
よ
う
な
安
倍
政

権
に
、
多
く
の
県
民
が
ノ

ー
を
突
き
つ
け
る
チ
ャ
ン

ス
の
選
挙
で
も
あ
る
。
河

野
談
話
見
直
し
を
求
め
る

請
願
を
、
現
在
１
議
席
の

共
産
党
が
、
全
議
員
へ
の

働
き
か
け
と
県
民
運
動
の

共
同
で
阻
止
し
た
。
自
共

対
決
の
時
代
、
関
と
お
る

候
補
の
当
選
で
共
産
党
を

複
数
議
席
に
躍
進
さ
せ
安

倍
暴
走
に
ス
ト
ッ
プ
を
か

け
た
い
。

辺
野
古
新
基
地
建
設
暴
走

を
「
本
当
に
悔
し
い
。
自

民
党
が
こ
ん
な
に
も
沖
縄

を
差
別
す
る
の
か
」
と
憤

る
。
山
崎
氏
は
、「
外
交
安

保
政
策
の
大
転
換
を
閣
議

決
定
で
や
る
べ
き
で
は
な

い
。『
戦
後
以
来
の
大
改
革
』

な
ど
と
言
っ
て
、
タ
ブ
ー

を
破
っ
た
快
感
に
酔
い
し

れ
て
い
る
」
と
痛
烈
。
古

賀
氏
は
、「
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
を
な
ぜ
今
、
問
う

必
要
あ
る
の
か
な
ど
、
根

っ
こ
の
論
議
が
何
一
つ
な

い
。
非
常
に
憂
慮
す
べ
き

状
況
」
と
言
う
。

長
沼
地
内
の
一
般
県
道
東
沼

長
沼
余
目
線
の
改
良
路
線
案

日
本
が
２
度
目
の
被
爆

を
し
た
ビ
キ
ニ
デ
ー
の
３

月
１
日
付
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
。

安
倍
首
相
が
発
表
す
る「
戦

後

年
の
新
談
話
」
を
巡

70
っ
て
、
河
野
洋
平
元
総
裁

・
野
中
広
務
幹
事
長
・
山

崎
拓
副
総
裁
・
古
賀
誠
幹

事
長
各
氏
の
週
刊
誌
・
テ

レ
ビ
・
講
演
な
ど
で
の
発

言
で
あ
る
。

河
野
氏
は
「
歴
代
の
自

民
党
の
リ
ー
ダ
ー
が
抑
制

的
に
や
っ
て
き
た
こ
と
を
、

こ
れ
で
抑
制
を
解
き
放
っ

て
走
り
出
す
…
右
翼
政
治

み
た
い
な
気
が
す
る
」。
野

中
氏
は
、
沖
縄
県
民
・
翁

長
知
事
の
声
を
無
視
し
て

福
祉
灯
油
は
電
気
暖
房
に

使
え
な
い
か

鶴
岡
市
で
も
県
の
福
祉

灯
油
助
成
を
実
施
し
、
歓

迎
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
制
度
に
該
当
し

て
も
電
気
暖
房
の
家
で
は

灯
油
が
使
え
な
い
と
の
声

が
あ
り
、
４
日
の
市
議
会

予
算
特
別
委
員
会
で
菅
井

巌
議
員
が
取
り
上
げ
ま
し

た
。健

康
福
祉
部
長
は
「
県

の
制
度
が
灯
油
と
な
っ
て

お
り
、
他
に
は
使
え
な
い

が
、
窓
口
で
も
そ
の
声
を

聞
い
て
お
り
県
に
あ
げ
て

い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。


